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本賞は、平成4年 4月、山梨県にゆかりの深い樋ロー葉の生誕120年を記念して、山梨県の文学振興をはかり、日本

の文化発展の一助とするために制定されました。一般部門と青少年部門の2部門での募集となります。なお、応募作品

は自作未発表の作品に限りま硯 心lるつてこ応募ください。

募 集 内 容

部 門 名 一 般 書B F日 胃 少 年 部 門

応 募 資格 住所 。年齢を間しヽません
山梨県出身・在住 在学 。在勤の25歳以下の方
〔生年月日が1999(平成11)年 4月 2日以降の方】

応 募 枚 数 400字詰め原稿用紙30～ 80枚 400字詰め原稿用紙 10～ 30枚

選 考 委員 町田康・堀江敏幸・青山七恵 青山七恵

賞
やまなし文学賞 (1編) 賞状・副賞 100万円
やまなし文学賞佳作 (2編)賞状・副賞 30万円

やまなし文学賞青春賞 (1編) 賞状・副賞図書カー ド10万円
やまなし文学賞青春賞住作 (3編)賞状・副賞図書カー ド 3万円

そ の 他

やまなし文学賞 。同賞佳作 lEk、 山梨日日新聞紙

上及び同紙電子版に掲載し、「やまなし文学賞

作品集」として刊行します。なお、受賞作の著作

権lよ、選考結果発表の日から2年間やまなし文

学賞実行委員会に帰属します。

やまなし文学賞青春賞 同賞佳作|よ、山梨日日新聞紙上及び同
紙電子片反に掲載し、「やまなし文学賞」ホームページにPDF版で

掲載します。

1.応募方法 (一般部門 。青少年部門共通)

(l lttБ送または電子メールで応募してください。

電子メールで応募の場合、添付フアイル形式はWordまた

|よ PDFと します。

(2)応募用紙として、表紙に以下の内容を記入してくださしヽ。

①部門名 (一般またIよ青少年)

青少年部門の方 |よ山梨県出身・在住・在学・在勤のい

すれに該当するかを記載してください。

②ペンネーム (省略可)

③氏名 (心 りヽがなを付けてくださしヽ)

①生年月日と年齢

⑤題名 (心、りがなを付けてください)

⑥400字詰め原稿用紙換算枚数

⑦郵便番号 住所
③電話番号

③メールアドレス (お持ちの方)

⑩◆回の募集を矢[つた方法

(ホームページ、チラン、新聞や雑誌名など)

※ペンネーム使用の場合|よ本名を併記してくださしヽ。

(3)原稿にはページ番号を記入し (本文|よ ]ページロから始め

てください)、 郵送の場合、重ねた原稿の右端をクリップ

等で留めてください (綴じ紐やホチキス|よ使用しなしヽで

ください)。

(4)手書き原稿の場合 |よ 400字詰め原稿用紙縦書きを使用し

てください。鉛筆書き|よ不可。

パソコン・ワープロ原稿の場合|よ、横長A4サイズの用紙

に縦書きで 1行40字 ×30行、文字サイズを 11ポイント

に設定のうえ、作成してくださしヽ。

※応募用紙の形式 |よ、山梨県立文学館ホームページよリダ

ウンロードできます。

2.募集期間
令和 6年 6月 1日～ 11月 30日 (電子メールの場合 |よ締切当

日必着、郵送の場合 |よ締切当日消E日有効)

3,選考結果の発表
令和フ年 3月上旬 (予定)

4.表彰式
令和フ年 3月 中旬 (予定)

5,その他
(1)同一作品で一般 青少年の両部門に応募すること|よできま
せん。応募作品lEk自 作未発表の作品に限ります。生成Aの

使用 |よ不可とします。また、ほダ)｀の文学賞やコンクール等

との二重投稿 |よご遠慮くださしヽ。

(2)応募 |よ各部門一人 1編までとし、応募作品 |よ返却しませ

ん。応募後の作品の修正 |よできません。また、作品の審査

および選考についての間しヽ合わせにlよ応じられません。

(3)当応募により得た個人情報に関して |よ、「やまなし文学賞」

に関する連絡・発表以外で|よ使用しません。

(4)入賞者の氏名、住所 (者5道府県 市町村名 )、 年齢、顔写真

を公表します。作品の応募をもつてこれらの公表について、

こ本人及び 18歳未満の方につしヽて |よその保護者の承諾を

得たものとします。

6.応募・問い合わせ先
やまなし文学賞実行委員会事務局

〒4000065山梨県甲府市貢川一丁目5-35山梨県立文学館内

電話 055-235-8080
山梨県立文学館ホームページ 山梨県立文学館 吼
httpsi//wWw bungakukan pref yamanashijp/

電子メールア ドレス

bungakusho@pref yamanashilg ip

※このアドレス|よ応募専用です。間しヽ合わせ等 lE矢できません。

山梨県・山梨県教育委員会

山梨日日新聞社・山梨放送
主 催 後 援やまなし文学賞実行委員会


